
~~J~:t~~I~j~滋水と緑と花のまちま:言語;三ぷ

市政だより

昭和57年12月15日 NO.963 

人口の動き

11月 1日現在前月比

人口計 67 ，5 9 6 十 86 

男 32 ，6 1 2 + 3 9 
女 34，984 +47 

世帯数 19，684 + 27 
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市応可忠巴品琶=58官
一古町老人クラブ「白寿会」がしめ縄づくり一

午前8時吐く患は白い今日も仲間ガ集る

ワラ打ち縄しめ仕上げと作業は進み笑い声がとびかう

「いつ頃から始まつだんで、すか...J昭和33年からやりよりますH

「作業はきついでしょう...Jそりゃきっかですよ パッテンみんなとすれば楽しかで、すな H

「いつも12月になるとやるんですか...J ハィこれをせんと師走にならんです11

いつのまにか白 河本もう守本と出来あがっていく

午後4時作業を終え 満足そうな顔で家路につく
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毎月 1日 ・15日発行 発行所/大村市役所E附)③4111 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社



マ
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
ろ
う

マ
制
限
速
度
を
守
ろ
、っ

マ
通
行
区
分
を
守
り
、

ジ
グ
ザ
グ

運
転
や
わ
り
込
み
を
や
め
よ
う

マ
右
・
左
折
、
巻
き
込
み
に
注
意

し
主
つ

マ
カ
ー
ブ
で
は
減
速
し
よ
う

マ
交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
を

し

よ

う

(

生

活

環

境

課

)

川
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
事
故
ガ
川

川
多
く
な
っ
て
い
ま
す
川

ミ
ニ
バ
イ
ク
は
手
軽
な
反
面
、

交
通
ル

l
ル
が
十
分
に
理
解
さ
れ

ず
、
操
作
も
未
熟
な
ま
ま
走
行
し

て
い
る
の
が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

次
の
こ
と
を
守
っ
て
安
全
運
転
に

心
掛
け
て
下
さ
い
。

; 市民相談コーナー(広報公聴課)ですべて無料で行っています。

月 お気軽にご相談下さい。の ~~~-'ffi~ l' c. ¥..'0 

定 ，国型、 人権相談 (6日 10: 00-15 : 00) 交通事故相談(25日 10: 00-15 : 00) 圭

型 交ZZ¥ 行政相談(13日 9 :30-12:00) 厚生・国民年金相談 ; 

談 交乍ミ底人¥ 登記相談(14日 9: 30-12: 00) (26日 10:00-15 : 00) 

?ーゆえJ一 法律相談(19日 10: 00 -15 : 00) 不動産相談 (28日…1610) ; 

(2) 勺

年
末
・
年
始
交
通
安
全
県
民
運
動
ロ
/
幻
1
1
/叩

む

街
は
人
の
波
、
道
路
は
車
の
洪
水
1
i
l街
全
体
が
何
と
な
く
気

ぜ
わ
し
く
な
る
の
が
ロ
月
で
す
。

そ
の
気
ぜ
わ
し
さ
の
な
か
で
、
や
や
も
す
る
と
、
わ
た
し
た
ち

は

グ心
の
ゆ
と
り
。
を
見
失
い
が
ち
で
す
。
子
供
達
に
と
っ
て
も
、

冬
休
み
を
迎
え
、
屋
外
で
遊
ぶ
時
間
が
多
く
、
交
通
事
故
に
あ
い

や
す
い
時
で
す
。

交
通
事
故
防
止

l
!
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
も
、
歩
行
者
に
と

っ
て
も
大
切
な
の
は
「
心
の
ゆ
と
り
」
と
「
ゆ
ず
り
合
い
の
心
」

で
す
。
「
ゆ
と
り
と
ゆ
ず
り
合
い
の
心
」
を
も
っ
て
、
交
通
安
全

に
心
掛
け
ま
し
ょ
、
っ
。

おお市政だより
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受選
1:)1 
イ寸話
け薄
ま
す

し
か
し
、
子
供
が
ど
こ
で
遊
ん

で
い
る
か
知
ら
な
か
っ
た
り
、
近

所
で
遊
ん
で
い
る
か
ら
と
放
任
し

て
い
る
保
護
者
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
子
供
が
事
故
に
あ
い
や
す

い
場
所
と
し
て
、
自
宅
付
近
が
最

も
多
い
の
で
す
。
子
供
の
行
動
に

関
心
を
も
っ
て
、
交
通
事
故
や
非

行
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
年
寄
り
は
、
道
路
を

横
断
し
た
り
、
夜
間
外
出
の
時
な

ど
が
交
通
事
故
に
あ
、
フ
危
険
が
多

い
よ
う
で
す
。

道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
必
ず
横

断
歩
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
斜

め
横
断
や
無
理
な
横
断
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

夜
間
外
出
は
出
来
る
だ
け
や
め
て

や
む
を
え
な
い
場
合
は

ρ
明
る
い

服
装
で
家
族
が
つ
き
そ
っ
て
。

を

実
行
し
て
下
さ
い
。

郷
土
の
自
然

農
業
委
員
会
、
各
出
張

毎
年
1
月
1
日
で
調
整
す
る
大

村
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
の
登
録
申
請
書
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。
資
格
の
あ
る
人
は
も

れ
な
く
申
請
し
て
下
き
い
。

資
格
を
有
す
る
人

大
村
市
農
業
委
員
会
の
区
域
に

住
所
を
有
す
る
人
で
次
に
該
当
す

る
人
。

o
mア
i
ル

(1
反
)
以
上
の
耕

作
の
業
務
を
営
む
人
お
よ
び
同

居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

で、

1
年
間
に
お
お
む
ね

ω日

以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事
す
る

人
(
内
縁
関
係
の
人
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
)

O
昭
和
犯
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
。

申
請
期
限

提
出
先

所
問
合
せ
先
選
挙
管
理
委
員
会
、

農
業
委
員
会

※
申
請
書
は
各
実
行
組
合
長
を
経

由
し
て
資
格
の
あ
る
世
帯
へ
配

布
し
ま
す
が
、
配
布
も
れ
や
資

格
が
あ
っ
て
も
実
行
組
合
に
加

入
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
農
業

委
員
会
ま
た
は
各
出
張
所
へ
申

し
出
て
下
き
い
。

昭和57年12月15日
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川
飲
酒
運
転
を
怠
く
そ
う
川

酒
酔
い
運
転
は

か
一
発
免
許
取

消
し
。
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
大

変
危
険
な
行
為
で
す
。

飲
酒
運
転
の
防
止
に
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
自
身
が
気
を
付
け
る
だ
け

で
な
く
、
家
族
、
地
域
、
職
場
ぐ

る
み
の
注
意
も
必
要
で
す
。

飲
酒
運
転
を
な
く
す
た
め
、
ぜ

ひ
次
の
「
三
な
い
運
動
」
を
実
践

し
て
下
さ
い
。

マ
運
転
す
る
人
は
、
酒
を
飲
ま
な

a

、
マ
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
、
さ
せ

な
し

マ
運
転
す
る
人
に
は
、
酒
を
出
さ

な
い
、
飲
ま
せ
な
い

子
供
と
老
人
の
州

事
故
を
な
く
そ
う
川

子
供
は
風
の
子
、
思
い
つ
き
り

屋
外
で
遊
ば
せ
た
い
も
の
で
す
。

1
月
刊
日
間

※
下
水
道

築
い
て
守
ろ
う

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)



※
街
ぐ
る
み

み
ん
な
が
つ
く
る

昭和57年12月15日

次中ズン到来窃努
消防署・消防団では歳末特別警戒実施中

多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
忘
年
会
・
正
月
・
新
年

会
と
飲
酒
や
外
出
の
機
会
も
多
く

な
り
、
や
や
も
す
る
と
火
気
の
取

り
扱
い
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち

師
走

|
|
乾
燥
し
た
強
い
風
が

吹
く
季
節
に
な
り
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
な
ど
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が

勺

市民会館ホーJレ側駐車場を

おむお市政だより(3) 

注意事項を守り、係員の指示に従って

下さい。

期間 :12月28日(刈-1月3日明)

※ 1月1日は除きます。

時間:午前10時~午後8時

※ 1月2日は午前 5時~午後5時

注意 o市内で買物をする人に限ります。

O多くの人が利用できるよう、長い時

聞の.t台車はご遠慮下さい。‘

0午後8時には扇に鍵をかけますので

時間は守って下きい。

0駐車場での事故などについては、一

切責任を持ちません。

く
ら
し
の
輪

( 11月26日、鬼橋付近での訓練風景)

で
す
。

お
互
い
に

「火
の
元
」

「火
の

取
り
扱
い
」
に
は
十
分
注
意
し
て
、

火
災
の
な
い

明
る
い
お
正
月
を
迎

、え土
A
F
B
-

レ
ょ
、
70

サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
ま
す

火
の
元
の
点
検
を
推
進
す
る
た

め

「消
防
の
時
間
」
を
午
後
8
時

と
定
め
、
お
日

i
n日
ま
で
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

ロ
月
初
日
側
午
前
8
時

消
防
団
員
演
習
召
集
サ
イ
レ

ン

(日
秒
吹
鳴
j
6
秒
休
止
1
日
秒

吹
鳴
)

ロ
月
何
日
制

1
引
日
樹
午
後
8
時

消
防
の
時
間

(1
分
間
吹
鳴
)

(物
価
安
定
協
力
運
動

ロ
月
紅
白
ま
で
)

-iエ
鑓
縫
計
調
室

開

製
製
造
業
の
皆
さ
ん
、

通

が

各

事
業
所
に
調
査
票
を
持
っ
て

蜘

商
産
業
省
で
は
ロ
月
訂
日

お

伺

い

し

ま

す
の
で
、
ご
協
力
を

w

現
在
で
工
業
統
計
調
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

れ

実

施

し

ま

す

。

な

お

、

皆

さ

ん

か

ら

提

出

さ

れ

下

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
た
調
査
票
は
、
統
計
法
に
よ
り
、

力

を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ

羽

を
対
象
と
し
て
、
従
業
者
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ

鵬

数
、
製
造
品
の
出
荷
額
な
り
の
ま
ま
を
記
入
し
て
く
だ
さ
る

輔

ど
を
調
査
し
、
工
業
活
動
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
h
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
基
礎
資
料
と
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
民
間
企
業
の
経
営
指
針
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
・
年
始
に
か
け
て
調
査
員

も
て
¥
h
M
P
E
F

、ノトト、‘一帆二、，、，、
E

JU---
必一
c，
τ十
位
し
て

T
A
C
し

最
近
、
飼
い
犬
に
よ
る
被
害
が
子
供
に
は
、
犬
を
い
じ
め
な
い

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

知
ら
な
い
犬
に
は
近
寄
ら
な
い
よ

「
犬
取
締
条
例
L

に
よ
り
、
犬
の
う
注
意
す
る
と
と
も
に
、
犬
の
習

放
し
飼
い
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
性
を
教
え
る
な
ど
の
教
育
も
必
要

の
で
、
必
ず
鎖
か
丈
夫
な
ひ
も
で
で
す
。

(

生
活
環
境
課
)

つ
な
い
だ
り
す
る
よ
う
心
掛
け
て

下
き
い
。

ま
た
、
新
聞

・
郵
便

・
牛
乳
な

ど
を
配
達
す
る
人
や
、
道
路
を
通

る
人
な
ど
に
違
恐
に
な
ら
な
い
よ

う
に
鎖
な
ど
の
長
さ
、
場
所
な
ど

を
考
慮
し
て
下
き
い
。

訪
問
販
売
に
よ
る
被
害
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
契
約
を
す
る

前
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ト
み
、
寸
ノ
。

O
家
族
と
よ
く
相
談
し
、
不
用

意
に
契
約
し
な
い
。

O
契
約
内
容
を
よ
く
確
め
よ
う
。

ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
(
解
約
)
制

机土居'ß1~り \

訪問販売

度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

契
約
を
し
て

4
日
以
内
で
あ

れ
ば
、
書
面
に
よ
り
解
約
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
商
品
を
受
け

取
り
、
代
金
を
全
額
払
っ
て
い

る
場
合
は
解
約
で
き
ま
せ
ん
。

書
面
に
よ
る
解
約
は
、
書
留
ま

た
は
、
内
容
証
明
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

(

商
工
観
光
課
)



(4) 勺

未納の市税などは
年内に納めましよう

むおお市政だより昭和57年12月15日

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
は
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す

の
で
早
目
に
納
め
て
下
さ
い
。

ま
た
、
市
役
所
は
ロ
月
却
日
か

ら
年
末
休
暇
に
入
り
ま
す

(税
務

課
の
窓
口
収
納
事
務
は
、

初
日
の

午
前
中
ま
で
行
い
ま
す
)
の
で
、

そ
の
後
の
市
税
な
ど
の
納
付
は
、

銀
行
や
農
協
の
窓
口
を
ご
利
用
下

さ

い

。

(

税

務

課

)

料
理
飲
食
等
消
費
税
の

公
給
領
収
証
を

受
け
と
り
ま
し
ょ
う

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
、
皆
さ

ん
が
料
理
屈
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ス

タ
ン
ド
パ

1
、
旅
館
な
ど
を
利
用

し
た
と
き
に
、
そ
の
料
金
に
か
か

る
税
金
で
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
が
、
公
給
領
収
証
を
受

け
取
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
税
金

が
正
し
く
納
め
ら
れ
る
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
料
金
の

明
細
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
明
朗
な
支
払
い
が
で

き
ま
す
。

昭和58年T月4白から

運転免許証の
更新手続きが変ります

-即日受付ができます
即日交付を希望される人は

受付場所:運転免許試験場(古賀島町)

受付時間:8 : 30------9 : 20 13: 00------13 : 50 

講習時間 9: 30------11 : 45 14: 00------16 : 15 

交付時間:12 : 00ごろ 16 : 30ごろ

※土曜の午後及び日曜は即日交付はありません

警察署でも手続きができます

※即日交付ではありません。即日交付を希望す

る人は運転免許試験場で手続きをして下さい

この場合、簡単な講習があります。

受付時間:平日 8: 30------17 : 15 

土曜 8: 30------12 : 30 

(日曜は受け付けません)

手続患ができる人 02回目からの更新をする

人で、 3年間無事故、無

違反の人。

O職場などで特別講習を受

けている人(特別講習済

印のあるカードが必要)

交付日 :手続きのとき通知します。

問合せ先 :大村警察署(包③-3126)

大村市交通安全協会(包③-9889)

※
子
供
ら
の

夢
を
は
こ
ぶ

大
村
線

次
の
場
合
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ

んO
飲
食
居
(
ス
タ
ン
ド
パ

l
、
酒

蔵
、
す
し
屋
、
レ

ス
ト
ラ
ン
な

ど
)
で
、
料
金
が

一
人
二
千
円

(昭
和
問
年
1
月
1
日
か
ら
は

一
人
二
千
五
百
円
)
以
下
の
と

占

C

。

O
旅
館
で
、

一
泊
二
食
の
料
金
が

一
人
四
千
円

(昭
和
問
年
1
月

1
日
か
ら
は
一
人
五
千
円
)
以

下
の
と
き
。

O
旅
館
に
お
け
る
宿
泊
以
外
の
飲

食
な
ど
の
料
金
が

一
人
二
千
円

間 人 (

宮せ 千和
諌 先 五 58

⑨固定資産税 4期分|卒章号:

⑨国民健康保険税6期分|!Eti 
12月31日(金)までです |旦 苦;三

O 

今月の納税
O 

洗
剤
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

石
け
ん
使
用
標
語
が
決
定

洗
剤
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
石
け
ん

使
用
の
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
が
、

制
人
、
川
件
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。

市
公
害
対
策
協
議
会
の
選
考
に

よ
り
、
次
の
標
語
が
選
ば
れ
ま
し

た。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

子
を
思
い
石
け
ん
使
う
マ
マ
の
知
恵

石
け
ん
で
僕
ら
の
海
を
お
洗
た
く

よ
い
石
け
ん
使
う
心
に
よ
い
自
然

粉
石
け
ん
み
ん
な
が
使
え
ば
汚
染
な
し

石
け
ん
は
命
の
洗
た
く
地
球
の
せ
ん
た
く

子
の
た
め
に
良
い
水
残
そ
う
母
の
手
で

石
け
ん
に
変
え
て
魚
も
え
び
す
顔

生
命
の
尊
さ
諭
す
粉
石
け
ん

人
間
の
い
の
ち
は
大
事
粉
石
け
ん

(町
内
名
・性
別
・
年
齢
)

(

荒

瀬

・女

-m
)

(
北
野
岳
・
女
・
日
)

(
田
下
・
女
・犯
)

(

橋

本

・女

-
M
)

(

武

部

・女
-
U
)

(
田
ノ
平
・女
・日
)

(
宮
小
路
2
・女
・
ω
)

(
原
口
町
・
女
・日
)

(
竹
松
本
町
・女
・
ω
)

園民年金年間保険料の
納付済証明書を発行します

所
得
税
や
市
県
民
税
な
ど
の
確

定
申
告
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
済
証
明
書
の
発
行
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
昭
和
同
年
度
と
町
年
度

の
領
収
書
を
お
持
ち
の
う
え
、
保

険
年
金
課
か
お
近
く
の
出
張
所

へ

お
出
か
け
下
さ
い
。

m-H・
ロ
月
分
の

年
金
保
険
料
は

お
済
み
で
す
か

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
万

一
、
事
故
が
あ
っ
た
と
き
、
障
害

年
金

・
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら

れ
な
い
ば
か
り
か
、
将
来
、
老
齢

年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

な
お
、
強
制
加
入
の
人
で
ど
う

し
て
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え、

市
保
険
年
金
課
か
お
近
く
の
出
張

所
で
免
除
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い。



※

K
T
N
テ
レ
ビ
「
こ
ん
に
ち
は
長
崎
」
で
大
村
を
紹
介
グ

昭和57年12月15日
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おにぎり作りってむつかしいネ一一ー一一一一一、
( 12i5 コミュニティセンター)

第8回農林水産まつりで、チビ、ツ子がおにぎ、 ;

り作りに挑戦。

市内の子ども会から42チーム出場し、かわ :

いい手からいろんなおにぎりが出来あがっ i

ていきましだ。
v 

(
ロ
月
幻
白
川
W

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
心
を
こ
の
灯
に

J

(口
/
3

大
村
看
護
高
等
専
修
学
校
)

第
何
回
生
の
載
帽
式
ガ
厳
粛
な
中
で
行
わ
杓
¥
一

一
人
ひ
と
り
口

l
ソ
ク
に
灯
を
と
も
し
決
意

一

を
新
芝
に
し
て
い
ま
し
芝
。

今
年
は
桁
人
の
中
に
男
性
ガ
叩
人
も
含
ま
れ

て
い
ま
し
だ
。
こ
れ
か
ら
、
頑
張
っ
て
、
り

っ
ぱ
な
看
護
婦
(士
)
さ
ん
に
な
っ
て
下
さ
い。一4司

勺お'むお市政よだり(5) 

明るい家庭は主婦の健康から
(11/25 コミュニティセンター)

市内の主婦でつくっている健康クラフヤ木ょう会」ガ、 10周

年を記会してミ二発表会を行いましだ。

30歳から60歳を超える主婦43人ガ「健やかなJ[¥，¥を持つ」こ

とを目標に地道な活動を続けています。

午
前
印
時
放
送
)

ー碑，
Z
P
れ
い
寸
れ
ず
⑨

戦
史
の
な
か
で
も
、

最

も

大

一

村
藩
の
浮
沈
に
か
か
わ
る
大
き

一

な
戦
い
が
、

一
五
七

O
年
(
元

札

寄

場

亀
3
年
)
に
起
つ
芝
俗
に
い
う

一

屑

刷

釘

三
一
城
七
騎
ご
も
り
H

で
あ
る
。
二
ノ
シ
信

武
雄
の
領
主
後
藤
貴
明
ガ
、

幻

モ

-M

西
郷
純
莞
、
加
々
良
雅
楽
ら
の

l
」
吋
!
l

武
将
と
一
緒
に
な
っ
て
、
純
忠

の
層
域
で
あ
っ
定
三
城
を
攻
め
疋
の
で
あ
る
。

寄
せ
手
の
軍
勢
は
一
、
三

O
O名
を
越
す
大
軍
、
守
る
純
忠
は
、

一
O
O名
疋
ら
ず
で
あ
る
。
数
か
ら
み
て
も
戦
力
わ
ず
し
て
三
域

の
落
蛾
は
時
間
の
問
題
と
さ
れ
て
い
疋
ガ
、
当
時
、
謹
慎
中
で
あ

っ
疋
純
忠
の
家
臣
で
富
一
氷
又
助
と
い
う
人
万
、
敵
の
参
謀
格
で
あ

っ
左
大
渡
野
軍
兵
衛
に
味
方
す
る
よ
う
に
近
づ
き
、
油
断
を
み
て

刀
で
切
り
つ
け
定
。
そ
れ
を
機
に
城
を
因
ん
で
い
芝
敵
兵
は
、
潮

ガ
引
く
よ
う
に
鞍
っ
て
い
つ
だ
。

大
渡
野
軍
兵
衛
も
馬
上
の
人
と
な
っ
芝
ガ
、
傷
を
う
け
だ
の
が

原
因
で
、
こ
の
碑
の
所
で
落
馬
し
純
忠
軍
の
為
に
首
を
と
ら
れ
疋

の
で
あ
る
。

敵
将
を
慰

め
る
野
石

ガ
誰
か
の

手
で
建
て

ら
れ
だ
と

い
う
。

敵
将
大
渡
野
軍
兵
衛
を
杷
る



(6) 勺むおお

ga 舗思育
児
で
困
っ
て
い

る
事
な
ど
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
生
後

5
か
月
ま
で
に
一
度

は
、
お
で
か
け
下
き

市政だより昭和57年12月15日
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ボク3歳です.グなまえはねえ…

者:昭和54年 6月生まれの幼児が

対象ですが、昭和53年12月 ~

54年 5月生まれで、まだ健康

診査を受けていない幼児も受

診して下きい。

診査日 :12月23日(柑

受 付 時 間 : 午 前 9時30分-10時

午後 1時-1時30分

所:コミュニティセンター

(市役所隣り)

持参するもの o母子健康手帳

O問診票(通知書に同封して

あります。)

1月の乳幼児相談日程

日 時 問 場所 対 象

4(刈 9 : 30-10 : 00 大村保健所 生後4か月までの乳児

9:30-11:00 生後6か月までの乳児
10伺) 竹松出張所

13・00-15:00 生後7か月以上の乳幼児

11閃 9・30-10:00 大村保健所 生後5-7か月までの乳児

17伺) 9 : 30-11 : 00 萱瀬出張所 乳幼児

18ω 9 :30-10:00 大村保健所 生後8か月以上の乳児

24伺) 9 : 30-11・00 三浦出張所 乳幼児

3歳児

し 妊婦教室
場所:中地区公民館時間:13 : 00"-' 16 : 00 

月日 内容

1月5日ヤ同 Oはじめて母親となる心得

0妊婦中の保健

(第 1回) 10映画 、生命の創造、

1月12日(水:)1

0妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習)

(第 2回
) I ~安産のために(補助動作・妊婦体操)

0産後の保健

1月19日制 0育児(乳房マッサージの実習・赤ちゃん

(第 3回) の入浴のさせ方・育児用品のそろえ方)

O映画、すばらしい母乳、

1月26日制 O乳幼児の環境と性格

Li第4回) 1
0家庭の幸せのために(家族計画)

場所:市役所健康相談室

5・19日(水:)9:00~1 I: 00 

7日伺)9 :OO~ 11 :00 

7 日(月)13:00~16:00

健康彰査

~ 無料 ~

11!0鷺康栂]談

象対

①乳幼児発達相談

①婚前相談
(電話の相談もご利用下さい)

①一般健康相談

場

※
空
き
か
ん
は
捨
て
ず
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

日 診療科目 病医院名 所在地 電話番号

内 科 中村 医院 東本町 2 -2733 
15 

日 内 科 藤井内科 東本町 2 -3878 

内 干ヰ 松井医院 久原郷 3 -6624 
16 

日整形外科 松永整形外科 西大村本町 3 -5864 

婦人・内科 大野婦人科内科 原口町 5 -4450 
23 
日

外・内科 牧山医院 宮小路2丁目 5 -7831 

小児科 出口小児科 諏訪 3丁目 2 -2252 
3日0 

泌尿器科 黒木泌尿器科 西大村本町 4 -0211 

月の日曜・祭日当番医

診
療
時
間

午
前

9
時

1
午
後

6
時

日 診療科目 病医院名 所 在 地 電話番号

内 科 大 薗 内 科 松並 1丁目 4 -5546 
1 
日

整形外科 牟田整形外科 古町2丁目 2 -4501 

児 科 出口小児科 諏訪 3丁目 2 -2252 
2 
日

内 科 長崎医院 寿 古 郷 5 -8615 

児 科 田川小児医院 東本町 2 -4000 
3 
日

内 科 早 田 内 科 竹松本町 5 -3530 

内・産婦人科 桝 本 医 院 大川田町 5 -8355 
9 
日

外・皮膚科 中島外科 西三城町 2 -3875 



※
心
配
ご
と
相
談
所

昭和57年12月15日

福
祉
の
ひ
否
服

昭
和
問
年
度

保
育
所
名

(
公
立
)
池
田
、
中
央
、

三
城、

竹
松
、
本
町

(
私
立
)
萱
瀬
、
植
松
、

妙
官
寺
、

久
原
、

三
浦
、
松
原
、
わ
か
ば
、

常
盤
、
実
天
宮
、
諏
訪
、
か
た

勺おむ

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
に

愛
の
一
声
を

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
ひ

一
と
り
暮
ら
し
老
人
の
事
故
が
起

一
き
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
。

一

ま
た
、
事
故
が
起
き
て
も
発

一
見
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

一
市
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老

お市政だより(7) 

(
毎
週
月
曜
・
水
曜

午
日リ

9 
時

一 午
らんぅ 1 後

E奇書記長 R・・・・・・F-可・・・・・・・ 1:1 3 いでを歳を半 ・・・・・・・・・・~ ?ヨ・・・・・・・・・・・・・・ 4話三=豆、

日fH11・・FFhh同省..  司置 68沼 a応

12牧い 圃・・・匹T宝寺 竃 ~て内圃邑量
た結 と年 野 、・・1I'，'f-.l:，，?，'.，:' .'-.， ____ ':J~・・・圃圃骨量・・・・・・

戸 fif，p;11117;もJ;L・置E か調置弘.or.玄 ダ、 . 掬 -・・ て1:<'__________  _ 

h明記:ト?JVV;司・E 書

;HtijLJ111111J己主?をそミ空司国 E事
t会Zt亡事下 電 切で湾与子治i 「そ主

?引ド生こ土~ 吉、プf qpJ 手善努
EH 何 回 開RiJ~ L兵器J勺完F込e

なと しタ も かが なトい生 く道く思 自 かと う 守台 、v

やて牧て l今話り下こお ボ 。 花 牧 れ をのい分ら尋 /"、 ぷ己 ミミ

ぎお雪 z;E zてZq長zlLE三号べ空 Eノl:B?2Z 15 め
を;ioii k ??ii ;zaT1i i買;5 塁走
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¥
占
め

vr対
象

1
歳
1
5
歳
ま
で

(ふ
る

ぺ
γ
九
J
J
自々
J

ま
ち
保
育
園
は
6
か
月
以
上
3

一山
吋
込
ド
t
k
b

歳
未
満
児
の
み
)

B

1

忍

ヴ
比

一
受
付
期
間

f
し

1
月
刊
日
開
1
1
月
白
日
開

保
育
料

年
齢
別
に
よ
り
、
世
帯

の
税
額
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た

保
育
料
を
毎
月
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

福
祉
課

※
申
請
書
は
福
祉
課
と
各
保
育
所

に
あ
り
ま
す
。

申
請
書
は
必
ず
保
護
者
が
持
参

し
て
下
さ
い
。

冬
休
み

学
童
保
育
所
開
設

対
象

共
働
き
、
父
子
、
母
子
家

庭
の
カ
ギ
ッ
子
。

期

間

ロ

月
幻
日
開
1
1
月
7
日

幽
(
日
曜
及
び
ロ
月
紅
白
幽
i

1
月
3
日
間
は
休
み
)

午
前
8
時
i
午
後
5
時
却
分

場

所

中

央
小
学
校
旧
理
科
雫

内
容

み
ん
な
と
楽
し
く
遊
ん
だ

り、

勉
強
し
た
り
し
ま
す
。

受
け
付
け
ロ
月
初
日

制

午

前

日
時
中
央
小
学
校
旧
理
科
室
前

申
込
・
問
合
せ
先
大
村
学
童
保

育
父
母
の
会
(
浜
田
宮
①
丁

2

8
6
0
、
松
尾
宮
③
|
1
4
7

3
岡

)

(

福

祉

課

)

福

ヰ(
トン

ιミタ

⑬ 

ま
ち
、
新
城
、

桜
馬
場
、
ふ
る

ま
ち
、
鈴
田
、

ひ
ま
わ
り

入
所
資
格
O
母
親

が
い
つ
も
働
い

て
い
る
家
庭

O
母
親
が
い
な
い

t

家
庭

霊
祭

O
母
親
が
出
産
、

病
気
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
家

庭
O
母
親
が
い
つ
も
病
人
な
ど
の
看

護
に
あ
た
っ
て
い
る
家
庭

o
b不
庭
の
災
害
に
よ
る
と
き

O
そ
の
他



(8) 勺むおお市政だより

九
電
話
加
入
権
5
j
H
3
2
d

…
公

売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
、
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日

時

ロ

月

M
日
幽

午
後
1
時
初
分

場
所
市
役
所
第
2
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
当
日
即
納

持
参
す
る
も
の
印
鑑

物

件

大

村

局

③

5
7
5
4

③
2
0
2
6

②
6
4
1
8
 

③
5
8
0
2

③
2
1
6
9
 

③
2
1
6
8

③
0
2
4
4
 

③
5
1
9
1

③
1
0
0
5
 

③
6
2
8
4

③
8
1
7
9
 

④
2
0
5
6

⑤
1
6
9
3
 

⑤
2
5
8
8

⑤
7
6
7
6
 

問
合
せ
先
税
務
課

※
こ
の
お
知
ら
せ
は
ロ
月
九
日
現

在
で
す
。
公
売
開
始
ま
で
に
完

昭和57年12月15日
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納
き
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
を

ご
持
参
下
さ
い
。

公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
消

し
ま
す
。

/
川
川

品

ω

県
立
建
設
大
学
校
ーを2

…
学

生

募

集

資
格
O
高
校
卒
業
者
(
昭
和
問
年

3
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
)
ま

た
は
、
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

O
昭
和
お
年
4
月
2
日
j
昭
和

ω

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
独
身
男

子。
O
県
内
居
住
者
ま
た
は
、
県
内
に

居
住
す
る
人
の
子
弟
。

定
員
土
木
科
印
人

設
備
科
別
人

願
書
受
付

1
月
6
日
同
j
2
月

5
日
仕

試
験
日

2
月
日
日
間

試
験
地
大
村
市
ほ
か

問
合
せ
先
建
設
大
学
校
(
宮
⑤

ー

7
1
3
1
)

市
役
所
の
一
般

事
務
は
、
ロ
月
mu

日
制
1
1
月
3
日

間
ま
で
休
み
ま
す

が
、
一
部
は
次
の

通
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

年末・年始仕事案内

。

市

民

課

の所役市一

転
入
・
転
出
・
諸

証
明
の
事
務
は
行
い
ま
せ
ん
が
、

出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な
ど
の
届
け
出

は
、
宿
・
日
直
で
受
付
け
ま
す
。

市
税
・
因

。

税

務

課

民
健
康
保
険

税
・
住
宅
使
用
料
の
窓
口
収
納
事

務
を
、
ロ
月
初
日
嗣
午
前
中
ま
で

行
い
ま
す
。

水
道
料
金

の
納
入
は
、

休
み
中
も
午
後
5
時
ま
で
水
道
部

の
窓
口
で
取
扱
い
ま
す
。

。

水

道

部

。
図
書
館
・
史
料
館

ロ
月
幻
日
開
j

1
月
4
日

ωま

で
休
館
し
ま
す
が
、
ロ
月
お
日
目

(
館
内
整
理
日
)
は
、
通
常
通
り

開
館
し
ま
す
。

。
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

ロ
月
初
日

ω及
び

1
月
4
日

ω

は
午
後
5
時
に
閉
館
し
ま
す
。

A

肩掛由忠はい

つ
で
も
当
直

医
師
(
内
科
・
外
科
)
が
診
療
し

ま
す
。
た
だ
し
、
ロ
月
初
日
同
と

1
月
2
日
制
の
午
前
中
は
、
小
児

科
も
診
療
し
ま
す
。

。
市
立
病
院

〔
一
般
家
庭

ご
み
〕

一
般
(
杢
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み

は
、
ロ
月
初
日
嗣
ま
で
集
め
ま
す

が
定
期
収
集
の
関
係
か
ら
、
初
日

よ
り
前
に
最
終
日
と
な
る
所
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
き
い
。

〔
不
燃
物
〕

ロ
月
お
日

ωま
で
集
め
ま
す
。

決
め
ら
れ
た
日
に
出
し
て
下
き
い
。

。

清

掃

課

寄寄
イ付寸云記J 

虫3子子子~- :ι九二二三ι 

島;: 
意j三i 
ああ己

がが
とと
?ま

さ子一
し一九二三

まえ
じ ー
た

香
典
遅

L

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
山
本
ヨ
シ
エ
(
平
小
川
郷
・

亡
夫
久
義
)
五
万
円

マ
辻
鞠
子
(
久
原
郷
・
亡
夫
実
)

十
万
円

マ
森
田
キ
チ
(
竹
松
本
町
・
亡

夫
初
次
)
五
万
円

竹
松
保
育
所
ヘ

マ
安
達
一
敏
(
富
ノ
原
二
丁
目

亡
二
男
龍
也
)
携
帯
用
オ
ル

ガ
ン

}
鰻
寄
骨

敬
称
略

清
和
国
ヘ

マ
松
原
老
人
ク
ラ
ブ
(
代
表
福

田
公
男
外
犯
人
)
民
踊
、
菓

子
印
袋

マ
出
口
定
(
小
路
口
町
)
レ
タ

7

、E
d
g
b

u

ノ

P
O
L
h

マ
八
木
館

l
映
画
招
待

マ
南
地
区
民
生
委
員
協
議
会

(
代
表
指
方
誠
外
却
人
)
施

設
見
学
、
賞
品
印
点

マ
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
(
代

表
西
村
弥
代
外
8
人
)
ゲ
ー

ム
外

マ
大
村
民
踊
愛
好
会
(
土
曜
会

代
表
吉
田
文
枝
外
幻
人
)
民

踊
、
み
か
ん
日
勾

マ
永
田
正
利
(
陰
平
郷
)
み
か

ん
初
旬

マ
長
崎
市
高
尾
町
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
(
代
表
藤
田
フ
ミ
エ
外

μ
人
)
舞
踊
、
菓
子
2
箱

マ
九
電
社
宅
子
ど
も
会
(
代
表

岡
輝
子
外
8
人
)
み
か
ん
必

旬
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
凶
本
、

な
お
、

1
月
の
不
燃
物
集
収
日

が
第
1
月
・
火
・
土
曜
に
あ
た
る

町
内
は
次
の
通
り
変
更
し
ま
す
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

第

1
土
曜

(ν
九
分
)
↓
5
日

ω

第
1
月
曜
(
%
分
)
↓
6
日
附

第
1
火
曜
(
足
分
)
↓
7
日
同

〔
し
原
汲
取
り
〕

し
尿
業
者
に
よ
る
汲
取
り
は
、

ロ
月
初
日
同
ま
で
で
す
。
計
画
に

基
づ
い
て
汲
取
り
を
し
ま
す
が
、

ロ
月
に
汲
取
っ
た
所
は
、
小
き
な

便
槽
で
満
杯
状
態
の
も
の
を
除
い

て
再
度
の
汲
取
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

年
始
の
収
集
業
務
は
、

1
月
5

日
制
か
ら
行
い
ま
す
。

劇
、
歌
、
ゲ
l
ム

マ
小
浜
町
婦
人
会
(
代
表
進
藤

直
子
外
ロ
人
)
舞
踊
、
歌
謡

マ
向
陽
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
(
代
表
土
田
尚
子
外

日
人
)
障
子
張
奉
仕
、
み
か

ん
日
旬
、
私
製
年
賀
ハ
ガ
キ

ω枚
マ
大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

(
前
川
貞
良
会
長
)
菓
子
初

袋
マ
ハ
イ
ラ
イ
ン
大
村
育
成
場

I

産
卵
鶏
却
羽

マ
3
B
体
操
(
代
表
里
公
子
外

日
人
)
3
B
体
操
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